
資料２ 

 

印西クリーンセンター放射性物質に関する報告 

１ 放射性物質の測定結果 

放射性物質汚染対処特別措置法に基づき月１回測定しています。 

  

・焼却灰（主灰・飛灰）の放射性セシウムの測定結果（セシウム 134と 137の合計値） 

 

 

 

 



 

 

・排ガス中の放射性セシウムの測定結果（セシウム 134と 137の合計値） 

測定月 炉別 測定容器 分析の結果 検出下限値 

令和２年１０月  

１号炉 
ろ紙部 不検出 ２（１３４又は１３７） 

ドレン部 不検出 同上 

２号炉 
ろ紙部 不検出 同上 

ドレン部 不検出 同上 

令和２年９月 ２号炉 
ろ紙部 不検出 同上 

ドレン部 不検出 同上 

令和２年８月 

１号炉 
ろ紙部 不検出 同上 

ドレン部 不検出 同上 

３号炉 
ろ紙部 不検出 同上 

ドレン部 不検出 同上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

2 空間線量の推移 

印西クリーンセンター敷地内及び敷地境界の９地点で週１回測定しています。 

 

・敷地境界４地点の空間線量月平均値（地上高 100cm） 

 

 

 

 



 

 

（測定位置図）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.067 

 

第３地点 

第６地点（外周歩道工事のため工

場敷地内で測定（H27.11/24～

H28.4/5） 

第 2 地点 

第４地点 

指定廃棄物 

一時保管場所 

 

 

① 

 

※指定廃棄物（飛灰）の保管状況について 

基準値（8,000Bq/kg）を超えた飛灰（平成

23年 7月、8月発生の指定廃棄物）は 130

ｔあり、令和元年度にドラム缶（252缶）を

フレコンバックに梱包し、既存のフレコンバ

ッグ（120袋）と一緒に、一時保管していま

す。この指定廃棄物は国が処分するものです。 

 

 

第１地点 



 

 

３ 焼却灰の処理状況 

  放射性物質の測定結果により、基準値（8,000Bq/kg）以下を確認し、印西地区一般廃棄物最終処分場へ埋立処分しています。 

（令和 2年度：１０月末現在） 

令和 2年度計画処理量 埋 立 量 

5,467ｔ／年 

・ 4月 491ｔ  ・ ８月 469ｔ 

・ 5月 561ｔ  ・ ９月 504ｔ 

・ ６月 546ｔ  ・１０月 442ｔ 

・ ７月 585ｔ                 計 3,598ｔ 

 

印西地区一般廃棄物最終処分場 

埋立容量 402,200 ㎥ 埋立量 94,258 ㎥ 残余容量 307,942 ㎥ 

埋 立 率 23.44% 
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